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最新の太陽像 

福江 純 
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１ 太陽とお日さま 

太陽（たいよう）・日 

 大和言葉…ひ、あまてらす 

 漢語…日（にち）、太陽 

 英語…Sun 

 

 ギリシャ神話…Helios 

 ローマ神話…Sol/Apollo 

 

 “日”←丸い太陽の形から 

 太陽を表す天文符号 

太陰（たいいん）・月 

 大和言葉…つき、つくよみ 

 漢語…月（げつ）、太陰 

 英語…Moon 

 

 ギリシャ神話…Selene/Artemis 

 ローマ神話…Luna 

 

 “月”←三日月の形から 

 月を表す天文符号 
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２ 太陽と空の色 

光とスペクトル 
 光の分解（分光）  スペクトル 
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２ 太陽と空の色 

電磁波のスペクトル 

 

赤外線 X線 可視光 

電波 

ガンマ線 

ブルースカイ 

 レイリー散乱  群青 
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レッドサン 

 レイリー散乱された残り  
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３ 太陽の本当の色 
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黒体放射（熱放射） 

 暖められた物質から放
射される光（電磁波） 
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イエローサン・ホワイトスカイ 

 赤い夕陽 

 

 

 

 

 

 

 

2011/4/25 

 黄色い夕陽と白い空 

 

 

 

 

 

 

 

2011/5/2 
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太陽の本当の色は何色？ 

  雲、雪、月 
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色の認識 
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４ 太陽と地球 

日周運動と地球の自転 

（太陽の）日周運動 

 

地球の自転 
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朝になると、太陽が東の空から昇り、正午ご

ろに南の空を通って、夕方には西の空に沈む。 

これを（太陽の）日周運動という。 

なお、天球（天体が存在する想定上の球面）

の上で、太陽が真南にきたときを南中と呼ぶ。 

太陽や星の日周運動は、地球が自転軸（地

軸）のまわりを回転しているために起こる。 

地球の自転の周期は１日なので、昼夜のサ

イクルも１日になっている。 

４ 太陽と地球 

星々の日周運動 

（星々の）日周運動 

 

地球の自転と歳差 
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晴れた夜に星々の動きをみると、どの星も東の

空から西の空へ動いていく。これを（星の）日

周運動という。北極星は位置を変えない。 

また北極星周辺（北緯35°の京都では35°の

範囲）で一晩中沈まない星を周極星と呼ぶ。 

地球の自転軸（地軸）は、別の固定した軸

（歳差軸）のまわりを約25800年の周期

で、ゆっくりと首振り運動（歳差運動）し

ている。 

４ 太陽と地球 

年周運動と地球の公転 

（太陽の）年周運動 

 

地球の公転と季節の星座 
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一年の間に太陽は星座の中を移動していく。春分の頃にはうお座にあり、夜間には反対側の

星座のしし座やおとめ座がみえる。夏至にはふたご座に移り、さそり座やいて座がみえる。

秋分にはおとめ座にあって、うお座がみえる。そして冬至にはいて座に位置し、ふたご座や

おうし座がみえるのだ。 

1年の間のこのような星々や星座の動きを年周運動という。また春分の日の太陽の方向（う

お座の中の点）を春分点と呼ぶ。 

４ 太陽と地球 

季節による違い 

季節による太陽の動き方 

 

地軸の傾きと季節 
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夏には日の出や日没の位置が東より北にずれ

て、日照時間は長くなる。逆に、冬には南に

ずれて、日照時間は短くなる。そして春分と

秋分には、太陽は真東から昇り、真西に沈み、

日照時間はちょうど12時間になる。 

５ 太陽と月と地球 

月の満ち欠け 
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晴れていれば太陽も月もほぼ毎日見ることができるが、太陽と

違って月は日々その位置や姿を変える。この約一ヶ月で繰り返

す月の満ち欠けを月相と呼び、日数で表したものを月齢と呼ぶ。 

月相はおおまかに、朔、弦、望、晦とわかれる。また月齢は1

から30まで。 

月齢 

0-1 

1-2 

2-3 

7/8 

9-10 

11頃 

12-13 

13-14 

14-15 

15-16 

16-17 

17-18 

18-19 

19-20 

22頃 

22/23 

25-26 

29-30 

呼び方 

新月・朔（さく） 

既朔 

三日月（みかづき） 

半月・上弦の月・弓張り月 

十日夜（とおかんや） 

十日余りの月 

十三夜月・後の月 

小望月・幾望（きぼう） 

満月・望・十五夜 

十六夜（いざよい）・既望 

立待月（たちまちづき） 

居待月（いまちづき） 

寝待月・臥待月 

更待月（ふけまちづき） 

二十日余りの月 

半月・下弦の月・弓張り月 

二十六日月 

晦日（つごもり） 

５ 太陽と月と地球 

月齢と月の公転 
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月の満ち欠けは、月が地球のまわりを公転し

ていて、太陽に照らされた面の見え方が変化

するために起こる。 

太陽に対する月の公転周期は約29.5日なので、

満ち欠けのサイクルも約一ヶ月になっている。 

恒星に対する月の公転周期

（恒星月）は約27.3日であ

る。しかし、月が地球のま

わりを公転する間に、地球

も太陽のまわりを公転して

移動する。そのため、太陽

に対する月の公転周期（朔

望月）は少し長くなる。す

なわち、新月から新月まで

は、約29.5日である。 

恒星月と朔望月 恒星日と太陽日 

恒星に対する地球の自転周

期（恒星日）は約23時間

56分4秒である。しかし、

地球が自転する間に、太陽

のまわりの公転によって移

動する。そのため、太陽に

対する地球の自転周期（太

陽日）は少し長い。太陽が

南中する正午から正午まで

を24時間とする。 
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５ 太陽と月と地球 

月食 
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月食のしくみ 

満月の時期に、ときおり月が欠けたように見える現象

を月食と呼ぶ。一部が欠けるのを部分月食、すべてが

欠けるのを皆既月食と呼ぶ。 

太陽に照らされた地球の影は月の4倍ほどあって、そ

の地球の影が月に落ちたときに月食が起こる。 

なお、地球大気で屈折した太陽光の一部が影に入り込

むため、月食は真っ暗にはならず、赤黒い色になる。 

５ 太陽と月と地球 

日食 
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日食のしくみ 

新月の時期に、ときおり太陽が欠けたように見える現象

を日食と呼ぶ。一部が欠けるのを部分日食、すべてが欠

けるのを皆既日食と呼ぶ。太陽の縁がぐるりと見えるも

のを金環日食と呼ぶ。 

太陽に照らされた月の影が地球上に落ちたときに日食が

起こる。月の影の本影の部分が皆既日食、その周囲の半

影の部分が部分日食になる。 

月の公転軌道面は地球

の公転軌道面に対して

少し傾いているので、

新月時につねに日食が

起こるわけではない。

また中緯度地帯の日本

では、皆既日食が起こ

る確率は低い。 

月面の模様は、ウサギ、ほえるライオン、は

さみが一つのカニ、などさまざまに見立てら

れてきた。現在では、多くの地形には名前が

付けられ、また詳細な月面地図も製作されて

いる。 

一口メモ：月の女神（姫）を、かぐや（日本）、セレーネ（ギリシャ神話）、ルナ（ローマ神話）などと呼んだ。 

月の自転周期と公転周期は同じなので、月は

いつも同じ面を地球に向けている（自転同

期） 。 

月の表面には隕石が衝突してできたクレー

ターが多数みられる。また表面はクレーター

が多く白っぽい高地と平らで黒っぽい海（全

体の17％）にわかれる。 

NASA 

JAXA 

NASA 
太陽は表面温度が約5800Kの主として水素ガスででき

た平均的な恒星である。 

可視光で見える表面（光球）には、周囲より2000Kほ

ど温度が低いために露出不足で黒く見える領域（黒点）

や、内部からの対流の細かい模様（粒状斑）などがある。 

太陽周辺には100万Kもある高温で希薄なプラズマガス

（コロナ）が拡がっており、そこかしこに、約1万Kの

水素ガスの雲（紅炎）が浮かんでいる。 

太陽表面ではときおり激しい爆発現象（フレア）が起き

て、電波障害やオーロラの原因となっている。 

JAXA 

一口メモ：太陽神を、アマテラス（日本）、
ヘリオス（ギリシャ神話）、ソル（ローマ
神話）などと呼んだ。 

太陽のエネルギー源は、高温（約

1400万K）で高圧の中心部で起

こっている水素の核融合反応であ

る。表面では何も燃えているわけ

ではなく、表面の温度（約

5800K）は、太陽の体温に相当

する。 

JAXA 

６ 太陽の素顔 

  

 

 

 

 

 半径：70万km＝109地球 

 質量：2×1030kg 

 密度：1.4g/cm3 

 表面温度：6000K 

 光度：3.8×1026W 2012/8/13 最新の太陽像 23 

光球と黒点 

 光球：6000K 

 何か燃えているのか？ 

 黒点：4000K 

 本当に黒いのか？ 
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光球と黒点 

 暗部と半暗部 

 

 

 

 

 
 左上は656.3nm（水素Hαの中

心波長）で彩層の模様が見え
ている。右上、左下と少しずつ
波長が長くなり、右下は
656.42nmの波長。 
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粒状斑 

 粒状斑：対流渦  
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彩層 

 水素のHα像  CaIIのK線像 
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彩層と紅炎（プロミネンス） 

 プロミネンス  プラージュ、スピキュール 
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紅炎（プロミネンス） 
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プロミネンス 

 静穏型  活動型 
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フレアとCME 

 白色光フレア  X線フレア 
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フレアとCME 

 コロナ質量放出CME  コロナ質量放出CME 
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コロナ 

 白色コロナ  部分日食と皆既日食 
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X線コロナ 
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X線コロナ 
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太陽風 

 ガスの尾 

 太陽風 

 チリの尾 

 太陽光圧 
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太陽の内部構造 

  中心核 

 放射層 

 対流層 
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日震学 

 音波振動 

 振動パターン 

 太陽内部の波 
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７ 太陽のエネルギー 

 陽子陽子連鎖反応  p：水素の原子核 

 D：重水素 


3He：ヘリウム３ 


4He：ヘリウム 

 e+：陽電子 

 ν：ニュートリノ 

 γ：光子 

 

 4H→4He＋エネルギー 
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７ 太陽のエネルギー 

 CNO循環反応 
1H：水素の原子核 


4He：ヘリウム 


12C、13C：炭素 


13N、14N、15N：窒素 


15O：酸素 

 ν：ニュートリノ 

 γ：光子 
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８ 太陽の一生 

  原始星 

 主系列星 

 赤色巨星 

 惑星状星雲 

 白色矮星 

 

 

 中性子星 

 ブラックホール 
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８ 太陽の一生 
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９ 太陽と地球システム 

 放射平衡温度 

 ハビタブルゾーン 

 0.6～1.12AU（天文単位） 

 

 

 

 地球のアルベド0.3 

 放射平衡温度－18℃ 

 実際の温度：+15℃ 

 温室効果 

 

 エネルギー収支 

 非平衡開放系 
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９ 太陽と地球システム 

 オーロラ 

 磁気嵐 

 宇宙天気予報 
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おまけ 

太陽系の起源 

地球と月の起源 

生命の起源 

 

生命にちょうどよい宇宙 

ゴルディロックス問題 
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太陽系の起源 

原始太陽系星雲と微惑星 
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地球と月の起源 

ジャイアントインパクト 
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生命の設計図DNAと 

生物の材料アミノ酸 
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生命の起源 

生命の設計図と生物の材料 

 

2012/8/13 最新の太陽像 49 

最初の生命 

海底熱水噴出孔 
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生命の系統樹 

超好熱菌 
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酸素大気の起源 

藍藻・シアノバクテリア 
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酸素大気の起源 
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生命のデザイン 

カンブリア大爆発 
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人 
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ファインチューニング？の宇宙 
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人間原理 
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レベルIV並行宇宙 

 レベルI 

 無限宇宙の別地球 

 レベルII 

 インフレーション子宇宙 

 ブレーンワールド 

 レベルIII 

 量子力学的多世界 

 レベルIV 

 異界、魔界 
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ゴルディロックスと3匹の熊 
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わたしはだれ？ 
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